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は
じ
め
に

　

さ
る
七
月
二
〇
日
～
二
一
日
に
か
け
て
の
社
会
主
義
連
合
準
備
会
結
成
の
集
ま
り
に
、
初
日
だ
け
参
加
す
る
こ

と
が
出
来
た
。
初
日
の
討
論
で
は
、
わ
れ
わ
れ
が
め
ざ
す
社
会
に
つ
い
て
の
、
白
川
真
澄
氏
と
国
富
健
治
氏
か
ら

の
報
告
を
め
ぐ
る
討
論
が
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
討
論
に
触
発
さ
れ
た
こ
と
を
中
心
に
、
書
き
た
い
と
思
う
。

　

１　

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
と
ソ
ビ
エ
ト
共
産
党
解
体
の
た
だ
な
か
で

　

茶
番
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
ク
ー
デ
タ
ー
の
失
敗
を
契
機
に
、
ソ
ビ
エ
ト
で
は
改
革
派
と
保
守
派
の
力
関
係

が
劇
的
に
変
化
し
、
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
と
ソ
ビ
エ
ト
共
産
党
が
、
共
に
地
上
か
ら
消
え
去
ろ
う
と

し
て
い
る
。
ク
ー
デ
タ
ー
が
あ
わ
れ
を
感
ず
る
ほ
ど
の
「
茶
番
」
に
し
か
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
ソ
ビ
エ
ト
の

人
々
に
と
っ
て
幸
い
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
ソ
ビ
エ
ト
を
歴
史
的
に
支
配
し
続
け
て
き
た
官
僚
の
中
心
的
な
勢

力
で
あ
る
保
守
派
が
、
い
か
に
社
会
の
中
で
浮
き
上
が
り
、
民
衆
か
ら
遊
離
し
て
支
配
を
空
洞
化
し
て
い
た
の
か

を
は
っ
き
り
さ
せ
た
。

　

社
会
主
義
革
命
発
祥
の
地
ソ
ビ
エ
ト
に
あ
っ
て
、「
社
会
主
義
、
共
産
主
義
、
マ
ル
ク
ス
主
義
、
レ
ー
ニ
ン
主
義
」

と
い
っ
た
も
の
は
、
す
べ
て
崩
壊
し
た
保
守
派
の
占
有
物
で
あ
っ
た
し
、
改
革
の
進
展
を
押
し
止
め
よ
う
と
し
た

今
回
の
ク
ー
デ
タ
ー
も
、「
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
」
の
名
称
か
ら
、
社
会
主
義
を
削
除
す
る
こ
と
を

含
む
「
新
連
邦
条
約
」
に
反
対
し
て
、「
社
会
主
義
の
理
念
と
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
を
守
る
」
と
い
う
大
義
を
掲
げ
て

い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
重
大
な
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
の
だ
が
、
と
り
あ
え
ず
、
今
回
の
ク
ー
デ

タ
ー
失
敗
を
契
機
と
す
る
改
革
の
急
進
化
と
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
崩
壊
に
よ
っ
て
、
一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
以

降
の
、
一
つ
の
時
代
が
閉
じ
た
こ
と
は
確
か
な
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
時
代
認
識
に
つ
い
て
は
、
白
川
氏
も
国
富
氏
も
共
に
触
れ
ら
れ
た
。
白
川
氏
の
レ
ジ
ュ
メ
で
は
、「
社

会
主
義
は
歴
史
的
に
敗
北
・
破
産
し
た
」
と
し
て
「〝
国
家
に
よ
る
社
会
の
組
織
化
〟
の
一
時
代
（
一
九
一
七
年

ロ
シ
ア
革
命
以
降
）
の
歴
史
的
終
焉 

社
会
主
義
だ
け
で
な
く
資
本
主
義
も 

」
と
、
明
確
に
さ
れ
て
い
る
し
、
国

富
氏
も
そ
の
よ
う
な
事
を
話
さ
れ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
問
題
は
、
こ
う
し
た
時
代
に
対
す
る
認
識
が
、
社
会
主

義
連
合
準
備
会
に
集
ま
っ
て
る
勢
力
に
、
存
在
の
根
拠
を
根
底
か
ら
問
い
か
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
重
大
性
で

あ
り
、
そ
う
し
た
問
題
は
、
充
分
意
識
さ
れ
て
討
論
さ
れ
た
と
は
思
え
な
い
。

　

２　
「
一
九
一
七
年
以
降
の
一
時
代
の
終
焉
」
と
は
何
か

　

一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
に
よ
っ
て
始
ま
り
、
九
〇
年
の
東
欧
革
命
を
へ
て
、
現
在
進
行
し
て
い
る
ソ
ビ
エ

ト
連
邦
と
ソ
ビ
エ
ト
共
産
党
の
解
体
に
よ
っ
て
、
終
わ
り
が
刻
印
さ
れ
た
時
代
と
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
様
々

に
規
定
さ
れ
得
る
と
思
う
し
、
私
に
は
、
と
て
も
一
世
紀
近
い
時
代
を
総
括
す
る
力
も
な
い
が
、
感
覚
的
に
最
も

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
と
ソ
ビ
エ
ト
共
産
党
解
体
の
た
だ
な
か
で

新
し
い
時
代
の
新
し
い
主
体
を
考
え
る

＝  

社
会
主
義
連
合
準
備
会
で
の
討
論
に
参
加
し
て  

＝

　

一
九
九
一
年
九
月
八
日

国
労
東
京
　
久
下
　
格
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引
か
れ
る
の
は
、
和
田
春
樹
氏
が
言
わ
れ
て
い
る
「
世
界
戦
争
の
時
代
の
終
わ
り
」
と
い
う
規
定
で
あ
る
。

　

一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
は
、
世
界
大
戦
の
哨
煙
の
中
で
勝
利
し
た
社
会
主
義
革
命
で
あ
っ
た
。
一
般
に
帝

国
主
義
段
階
と
よ
ば
れ
て
い
る
時
代
に
な
る
と
、
先
進
資
本
主
義
諸
国
に
は
、
各
国
民
国
家
の
単
位
で
総
力
戦
を

闘
い
ぬ
く
軍
事
力
が
蓄
え
ら
れ
、
諸
国
家
は
様
々
に
連
合
し
て
武
装
対
峙
し
た
。
矛
盾
の
爆
発
で
あ
る
第
一
次
大

戦
の
只
中
で
ソ
ビ
エ
ト
ロ
シ
ア
が
誕
生
し
て
以
降
、
そ
う
し
た
対
立
の
中
に
新
し
い
要
素
が
加
わ
り
、
再
度
の
世

界
大
戦
の
結
果
、
社
会
主
義
陣
営
が
地
理
的
、
軍
事
的
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
資
本
主
義
諸
国
間
の
対
立
は
後

景
に
し
り
ぞ
き
、
世
界
は
、「
資
本
主
義
と
社
会
主
義
の
体
制
間
対
立
」
と
か
「
東
西
対
立
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る

冷
戦
の
時
代
を
迎
え
る
。

　
「
世
界
戦
争
の
時
代
」に
あ
っ
て
、社
会
主
義
革
命
は
、ロ
シ
ア
で
は
世
界
戦
争
か
ら
の
離
脱
を
か
け
て
、そ
し
て
、

中
国
で
は
植
民
地
を
掠
奪
す
る
侵
略
戦
争
に
対
す
る
、
民
族
解
放
戦
争
と
し
て
勝
利
し
た
。
一
九
七
五
年
の
ベ
ト

ナ
ム
革
命
は
、
東
西
対
立
の
時
代
に
、
社
会
主
義
陣
営
と
連
帯
し
た
民
族
解
放
戦
争
と
し
て
勝
利
し
た
最
後
の
革

命
で
あ
っ
た
。（
ニ
カ
ラ
グ
ア
革
命
に
は
、
す
で
に
、
少
し
違
う
時
代
の
性
質
が
刻
印
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
気
が

す
る
）

　

こ
の
時
代
の
社
会
主
義
革
命
は
、
い
ず
れ
も
、「
資
本
主
義
を
打
倒
す
る
以
外
に
、
世
界
戦
争
を
地
球
上
か
ら

廃
絶
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
」と
い
う
認
識
を
伴
っ
て
遂
行
さ
れ
た
。「
資
本
主
義
の
最
高
の
発
達
段
階
で
あ
る『
帝

国
主
義
段
階
』
で
は
世
界
戦
争
は
不
可
避
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
社
会
主
義
革
命
は
、
世
界
平
和
へ
の
唯
一
の
道
で

あ
っ
た
。

　

し
か
し
、「
戦
争
か
革
命
か
」
と
い
う
こ
の
時
代
の
テ
ー
ゼ
は
、
資
本
主
義
自
身
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
ら
れ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
を
へ
た
資
本
主
義
は
、
古
典
的
な
帝
国
主
義
か
ら
、
国
内
市
場
の
内
包
的
発
展
と
水
平
的
な
世

界
貿
易
の
発
展
を
土
台
と
す
る
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
へ
の
変
容
を
な
し
と
げ
た
か
ら
で
あ
る
。（
そ
れ
は
、
大
量

生
産
、
大
量
消
費
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
、
議
会
制
民
主
主
義
の
な
か
に
労
働
者
階
級
の
主
要
な
部
分
を
と
り
こ
ん
で

い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
石
油
を
は
じ
め
と
す
る
第
三
世
界
か
ら
の
収
奪
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
）

　

今
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
合
州
国
」
が
日
程
に
上
る
ま
で
に
、
資
本
が
国
境
を
越
え
て
入
り
組
ん

で
お
り
、
多
国
籍
企
業
が
国
境
を
越
え
て
活
動
す
る
現
在
の
資
本
主
義
は
、
も
は
や
帝
国
主
義
世
界
戦
争
に
訴
え

る
動
機
と
、
世
論
形
成
の
能
力
を
欠
い
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

一
方
、「
世
界
戦
争
の
時
代
」
に
革
命
を
な
し
と
げ
た
社
会
主
義
諸
国
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
、
資
本
主

義
の
世
界
的
な
変
化
に
対
応
す
る
、
変
容
に
失
敗
し
た
の
だ
と
思
う
。
軍
事
的
な
規
律
か
ら
出
発
し
た
、
官
僚
的

な
党
－
国
家
体
制
は
民
主
主
義
的
政
体
に
転
換
さ
れ
ず
、
中
央
統
制
経
済
は
維
持
さ
れ
た
。（
社
会
主
義
革
命
が
、

市
民
社
会
の
伝
統
を
欠
き
強
権
支
配
の
も
と
に
あ
る
、
世
界
資
本
主
義
の
辺
境
で
勝
利
し
た
こ
と
が
、
大
き
く
影

響
し
て
い
る
と
思
え
る
）。
そ
の
結
果
、
東
西
対
立
が
固
定
化
す
る
に
と
も
な
っ
て
、
社
会
主
義
陣
営
自
身
が
世

界
戦
争
の
要
因
に
転
化
し
て
い
っ
た
と
い
う
事
実
を
、
今
、
私
た
ち
は
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
よ
る
軍
縮
は
、「
世
界
戦
争
の
危
機
」
に
根
拠
が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
推
進
さ
れ

た
が
、
核
兵
器
と
通
常
兵
器
の
一
方
的
な
削
減
を
含
む
ソ
連
に
よ
る
軍
縮
の
推
進
は
、
世
界
戦
争
の
危
険
を
大
幅

に
低
下
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
平
和
攻
勢
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
衆
は
突
然
、「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
敵
は
い
な
い
」
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。「
新
思
考
外
交
」
は
確
か
に
「
世
界
戦
争
の
時
代
」
の
外
交
方
針
で

は
な
い
が
、ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
偉
大
な
功
績
で
あ
る
。（
私
は
、東
欧
と
ソ
ビ
エ
ト
で
の
民
主
主
義
革
命
に
よ
っ
て
、

世
界
的
な
全
面
軍
縮
の
条
件
が
生
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
）

　
３　
「
世
界
戦
争
の
時
代
の
社
会
主
義
」
の
清
算
を

　

こ
う
し
て
今
、
東
欧
と
ソ
連
の
変
革
を
通
し
て
、
世
界
は
「
世
界
戦
争
の
時
代
」
か
ら
抜
け
出
た
が
、
こ
こ
で

問
題
に
す
べ
き
な
の
は
、わ
れ
わ
れ
も
そ
こ
か
ら
生
れ
て
き
た
、ロ
シ
ア
革
命
以
降
の
社
会
主
義
が
、い
わ
ば
「
世
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界
戦
争
の
時
代
の
社
会
主
義
」
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
の
骨
格
と
な
っ
た
の
は
、
帝
国
主
義
戦
争
の

必
然
性
と
、
社
会
民
主
主
義
と
共
産
主
義
の
分
裂
の
不
可
避
性
を
説
い
た
「
帝
国
主
義
論
」
と
、
暴
力
革
命
に
よ

る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
－
ソ
ビ
エ
ト
権
力
の
樹
立
を
説
い
た
「
国
家
と
革
命
」
と
い
う
レ
ー
ニ
ン
の
著
作
だ
が
、

第
三
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
初
期
の
文
書
も
ま
た
、
そ
の
性
格
を
よ
く
現
わ
し
て
い
る
。

　

ス
タ
ー
リ
ン
派
が
実
権
を
握
る
前
の
第
三
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
、「
世
界
革
命
の
勝
利
か
、
さ
も
な
く
ば

新
た
な
恐
慌
、
新
た
な
戦
争
か
」（
第
三
回
大
会
・
情
勢
に
関
す
る
テ
ー
ゼ
）
と
い
う
認
識
の
上
に
、
政
治
方
針

と
組
織
方
針
を
確
定
し
た
。「
ソ
ビ
エ
ト
権
力
の
樹
立
に
よ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
」
と
い
う
目
標
、
そ
の
た
め

の
「
民
主
主
義
的
中
央
集
権
」
論
に
も
と
づ
く
共
産
党
の
建
設
、
そ
し
て
、「
大
資
本
、
大
農
場
の
国
有
化
を
通

し
た
生
産
の
社
会
化
」
と
い
う
社
会
主
義
論
、「
民
族
自
決
権
の
承
認
と
民
族
解
放
闘
争
と
の
連
帯
」
な
ど
、
一

切
の
方
針
が
「
世
界
革
命
か
世
界
戦
争
か
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。（
第
三
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
一
～
四
回
大
会
の
諸
決
議
参
照
）

　

こ
こ
で
私
が
指
摘
し
た
い
の
は
、
こ
う
し
た
組
織
方
針
も
政
治
方
針
も
、
す
べ
て
が
一
体
の
も
の
で
あ
る
と
い

う
点
で
あ
り
、た
と
え
ば
、「
組
織
論
は
今
で
も
正
し
い
が
、武
装
蜂
起
に
よ
る
権
力
の
奪
取
は
も
う
古
い
」
と
か
、

「
大
資
本
・
大
農
場
の
国
有
化
自
身
は
間
違
い
で
は
な
い
」
と
か
、「
あ
れ
は
よ
い
が
こ
れ
は
悪
い
」
式
の
思
考
は

通
用
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
「
ロ
シ
ア
革
命
以
降
の
一
時
代
の
終
わ
り
」
は
、「
世
界
戦
争
の
時
代
の
社
会
主
義
」
の
戦
略
・
戦
術
の
総
体
を

問
題
に
し
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
の
う
ち
の
多
く
が
、
第
三
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
各
国
共
産
党
に
つ
な
が
る
勢

力
か
ら
生
れ
て
き
た
と
す
る
な
ら
ば
、
右
に
あ
げ
た
よ
う
な
一
切
の
考
え
方
を
、
総
体
と
し
て
再
検
討
し
、
わ
れ

わ
れ
の
存
在
す
る
根
拠
そ
の
も
の
を
問
題
に
す
る
と
い
う
道
を
通
っ
て
は
じ
め
て
、「
新
し
い
時
代
の
新
し
い
主

体
」
に
合
流
す
る
可
能
性
が
開
か
れ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

　

白
川
氏
と
国
富
氏
の
間
の
論
争
の
焦
点
の
一
つ
は
、「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
巡
っ
て
の
も

の
で
あ
っ
た
。
幾
人
か
の
人
も
論
争
に
加
わ
っ
た
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
次
に
述
べ
た
い
と
思
う
。

　

４　

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁  

＝
若
干
の
歴
史
的
考
察
＝

　
「
ソ
ビ
エ
ト
権
力
の
樹
立
に
よ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
」は
、第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
と
と
も
に
、「
祖
国
防
衛
」

に
転
じ
た
第
二
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
諸
党
が
、
議
会
制
民
主
主
義
政
体
の
下
で
、
国
民
国
家
の
構
成
要
素
へ

と
、
自
己
を
組
み
込
ん
で
い
っ
た
こ
と
に
対
す
る
、
第
三
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
戦
略
的
方
針
で
あ
っ
た
。
そ

の
前
提
は
、「
一
九
世
紀
と
二
〇
世
紀
の
歴
史
は 

『
純
粋
民
主
主
義
』
が
発
達
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
階
級
闘
争
も

い
っ
そ
う
明
瞭
に
、
先
鋭
に
、
無
慈
悲
に
進
み
、
そ
し
て
、
資
本
の
圧
迫
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
独
裁
と
が
、
い
っ

そ
う
明
ら
か
に
示
さ
れ
る
」「
現
実
に
は
、
テ
ロ
行
為
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
独
裁
と
が
民
主
共
和
国
を
支
配
し
て
い
る
」

と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
。（
第
三
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
一
回
大
会
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

独
裁
に
関
す
る
テ
ー
ゼ
）

　

事
実
、
帝
政
ド
イ
ツ
の
崩
壊
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
共
和
制
ド
イ
ツ
で
は
、
社
会
民
主
主
義
者
に
よ
っ
て
ロ
ー
ザ
・

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
と
カ
ー
ル
・
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
が
虐
殺
さ
れ
た
。ロ
シ
ア
に
お
け
る
ソ
ビ
エ
ト
や
ド
イ
ツ
の
レ
ー

テ
な
ど
、
戦
争
が
生
み
出
し
た
資
本
主
義
の
危
機
の
中
で
、
工
場
を
基
礎
に
労
働
者
階
級
が
作
り
出
し
た
自
主
管

理
の
機
関
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
基
礎
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
の
歴
史
は
、
第
三
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
見
通
し
と
は
違
っ
た
も
の
に
な
っ
た
。
一
つ
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
に
向
か
う
局
面
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
没
落
し
た
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
基

礎
を
お
い
た
フ
ァ
シ
ス
ト
政
党
に
よ
る
独
裁
権
力
が
生
れ
た
も
の
の
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
議
会
制
民

主
主
義
政
体
が
維
持
さ
れ
た
こ
と
、
二
つ
目
は
、
戦
後
の
資
本
主
義
の
世
界
的
成
長
局
面
で
は
、
日
本
を
含
め
た

旧
フ
ァ
シ
ズ
ム
諸
国
も
、
議
会
制
民
主
主
義
政
体
を
基
礎
と
し
て
復
興
し
た
こ
と
で
あ
る
。
階
級
闘
争
の
先
鋭
化
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に
と
も
な
っ
て
、「
最
も
民
主
的
な
諸
国
で
す
ら
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
む
き
出
し
の
独
裁
」
と
い
う
性
格
を
あ

ら
わ
に
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
予
測
は
は
ず
れ
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
基
本
的
に
、
議
会
制
民
主
主
義
政
体
の
下

に
統
合
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、「
世
界
で
い
ま
だ
か
つ
て
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
規
模
で
、
資
本
主
義
が
隷
属
さ
せ
て
い
た
労
働
者
階

級
に
対
し
て
、
実
際
の
民
主
主
義
的
慣
行
が
拡
大
す
る
」（
前
記
決
議
）
と
約
束
さ
れ
た
ソ
ビ
エ
ト
民
主
主
義
は
、

革
命
直
後
の
燃
え
上
が
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
支
え
ら
れ
た
一
時
期
を
過
ぎ
る
と
共
に
形
骸
化
し
、
官
僚
が
権
力
を
簒

奪
す
る
こ
と
を
防
げ
な
か
っ
た
。
農
民
を
主
体
と
す
る
革
命
で
あ
り
、
党
の
軍
隊
に
よ
る
内
乱
の
中
か
ら
生
れ
た

中
国
革
命
で
は
、
ソ
ビ
エ
ト
型
の
機
関
は
一
度
も
登
場
せ
ず
、「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
」
の
内
実
は
、
当
初
か
ら
、

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
」
の
理
念
を
体
現
す
る
党
の
独
裁
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

独
裁
」「
ソ
ビ
エ
ト
権
力
」
と
い
う
考
え
方
が
、
一
定
の
実
態
的
根
拠
を
伴
っ
て
主
張
さ
れ
た
の
は
、
実
際
に
は

第
一
次
世
界
大
戦
直
後
の
、
危
機
の
一
時
期
を
お
い
て
ほ
か
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
現
実
の
「
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
」
は
、
数
千
万
人
の
民
衆
を
虐
殺
し
た
、
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
者
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
」
以

外
に
は
、
ど
こ
に
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

５  

東
欧
・
ソ
連
の
民
主
主
義
革
命
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁

　

前
節
の
よ
う
に
歴
史
を
た
ど
る
な
ら
ば
、「
国
富
氏
の
い
う
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
』
は
そ
の
規
定
が
あ
い
ま

い
で
、
実
態
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
で
あ
る
」
と
い
う
、
白
川
氏
の
主
張
は
そ
の
と
お
り
だ
と

思
う
。
国
富
氏
は
「
と
り
あ
え
ず
、
権
力
を
掌
握
す
る
と
い
う
意
味
で
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
』
と
い
う
用
語
を

つ
か
っ
た
」
と
述
べ
た
が
、
国
家
権
力
と
い
う
意
味
で
あ
れ
ば
、
議
会
制
民
主
主
義
政
体
も
ま
た
一
つ
の
権
力
の

あ
り
方
で
あ
る
。
な
ぜ
「
独
裁
」
な
の
か
？

　

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
理
論
の
中
心
は
、
資
本
家
階
級
か
ら
民
主
主
義
的
権
利
を
剥
奪
す
る
こ
と
を
、
公
然
と

宣
言
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。「
独
裁
」
と
い
う
考
え
方
は
「
排
除
」
と
結
び
つ
い
て
い
る
が
、「
ブ
ル
ジ
ョ
ア

民
主
主
義
の
下
で
は
実
態
と
し
て
大
多
数
の
労
働
者
が
民
主
主
義
的
権
利
を
剥
奪
さ
れ
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
は
、

圧
倒
的
少
数
を
『
民
主
主
義
的
権
利
』
か
ら
排
除
す
る
に
と
ど
ま
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
は
正
当
化
さ
れ
て

き
た
。
こ
う
し
た
考
え
方
は
東
欧
と
ソ
連
の
民
主
主
義
革
命
を
へ
た
今
日
で
も
、
通
用
す
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

東
欧
と
ソ
連
の
民
主
主
義
革
命
で
は
、
主
体
と
な
っ
た
の
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
で
は
な
く
市
民
で
あ
っ
た
。

資
本
主
義
が
廃
絶
さ
れ
た
諸
国
に
お
い
て
、
民
主
主
義
の
回
復
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
よ
る
ソ
ビ
エ
ト
民
主

主
義
の
復
活
で
は
な
く
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
型
の
組
織
に
結
集
し
た
市
民
を
主
体
と
す
る
、
議
会
制
民
主
主
義
樹
立
の

闘
い
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
。
現
存
す
る
唯
一
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
」
で
あ
っ
た
東
欧
・
ソ
連
の
独
裁
権
力

が
、
議
会
制
民
主
主
義
を
要
求
す
る
市
民
の
闘
い
に
よ
っ
て
瓦
壊
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
世
界
戦
争
の
時
代
の

社
会
主
義
理
論
」
の
中
で
、
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
た
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
」
と
い
う
考
え
方
は
、
現
実
に

よ
っ
て
最
終
的
に
否
定
さ
れ
た
と
私
は
思
う
。

　

議
会
制
民
主
主
義
の
形
骸
化
が
言
わ
れ
て
久
し
い
。
一
人
一
票
の
参
政
権
が
、
政
治
に
対
す
る
決
定
権
を
万
人

に
平
等
に
与
え
る
と
い
う
理
念
は
、
政
治
の
主
体
で
あ
る
は
ず
の
「
有
権
者
」
が
、
権
力
を
握
る
官
僚
と
、
権
力

を
持
つ
政
党
の
操
作
対
象
で
し
か
な
い
と
い
う
現
実
に
よ
っ
て
、
笑
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。「
有
権
者
」

の
し
ら
け
と
投
票
率
の
傾
向
的
低
落
が
、
多
く
の
民
主
主
義
諸
国
で
続
い
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
は
、
実
際

に
は
有
権
者
の
四
分
の
一
の
投
票
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。

  

こ
う
し
た
中
で
、
も
し
も
、
議
会
制
民
主
主
義
を
乗
り
越
え
る
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
、
私
た
ち
が
構
想
出
来
る

と
す
れ
ば
、
議
会
制
民
主
主
義
の
危
機
を
具
体
的
に
分
析
し
、
そ
れ
を
越
え
る
「
何
も
の
か
」
を
、
現
実
の
運
動

を
通
し
て
、
実
態
と
理
念
の
双
方
か
ら
生
み
出
し
て
い
く
中
か
ら
以
外
に
あ
り
得
な
い
。「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
」

の
理
論
に
様
々
な
注
釈
を
つ
け
、
解
釈
仕
直
す
よ
う
な
こ
と
は
不
毛
だ
と
思
う
。
そ
し
て
私
は
、
議
会
制
民
主
主
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義
を
越
え
る
新
し
い
政
治
形
態
を
生
み
出
す
べ
き
地
点
に
、
今
世
界
は
行
き
着
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
問
う
こ

と
も
ま
た
、
必
要
だ
と
思
う
。

  
東
欧
と
ソ
連
の
民
主
主
義
革
命
は
古
い
理
論
を
葬
っ
た
だ
け
で
な
く
、「
自
由
と
民
主
主
義
」
の
理
念
が
何
も
、

「
現
代
に
あ
っ
て
は
搾
取
す
る
自
由
だ
け
を
意
味
す
る
」
の
で
は
な
く
、
普
遍
的
な
価
値
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を

示
し
、「
す
べ
て
の
強
制
さ
れ
た
も
の
は
崩
壊
す
る
」
と
い
う
真
理
を
闘
い
の
中
で
示
し
た
。「
自
立
し
た
個
人
の

自
由
な
意
思
」
こ
そ
、
何
物
に
も
代
え
が
た
い
こ
と
を
示
し
、
圧
倒
的
多
数
の
民
衆
が
、
内
発
的
な
意
思
に
も
と

づ
い
て
立
ち
上
が
る
と
き
、
高
度
に
統
制
さ
れ
た
近
代
的
軍
事
力
さ
え
無
力
化
す
る
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
め
ざ
す
社
会
は
、
こ
う
し
た
事
実
を
踏
ま
え
て
構
想
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
現
代
資

本
主
義
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
、
民
衆
の
圧
倒
的
な
意
思
を
生
み
出
せ
る
だ
ろ
う
か
。

　
（
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
理
論
は
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
、
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
経
験
を
踏
ま
え
て
最
初
に

提
起
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
に
か
か
わ
る
問
題
も
当
然
議
論
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
割
愛
す
る
）

　

６　

社
会
主
義
連
合
は
必
要
か
？

　
「
世
界
戦
争
の
時
代
」
の
終
焉
は
、
第
三
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
時
代
の
最
終
的
な
終
焉
で
も
あ
る
。
第
三

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
、
そ
の
支
部
と
し
て
の
各
国
共
産
党
は
、「
世
界
戦
争
の
時
代
の
社
会
主
義
」
と
し
て
、

第
二
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
か
ら
分
裂
し
た
が
、
そ
れ
が
存
在
す
る
根
拠
が
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
共
産
党

の
組
織
論
で
あ
る
民
主
集
中
制
は
、「
世
界
戦
争
の
時
代
」
が
要
求
し
た
軍
隊
的
規
律
に
対
応
し
て
お
り
、
民
主

主
義
を
基
調
と
し
た
新
し
い
組
織
論
が
必
要
な
の
は
当
然
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
組
織
論
だ
け
で
は
な
く
、
組
織
が
存
在
す
る
こ
と
の
根
拠
そ
の
も
の
で
あ

る
。
社
会
主
義
連
合
準
備
会
に
集
ま
っ
た
わ
れ
わ
れ
が
、
何
も
の
で
あ
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
の
だ
。
現
在
の

実
態
は
と
も
か
く
、
わ
れ
わ
れ
の
う
ち
の
多
く
は
、
第
三
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
各
国
共
産
党
の
組
織
と
運
動

の
中
か
ら
生
れ
て
き
た
の
だ
か
ら
。

　

白
川
氏
は
レ
ジ
ュ
メ
の
中
で
、「『
社
会
主
義
の
再
生
』
だ
け
を
唱
え
る
こ
と
は
、『
ご
神
体
』
を
崇
拝
す
る
こ

と
と
同
じ
」
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
も
う
一
歩
踏
み
込
む
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
白
川
氏
が
、「
解
放
と
変
革
の
新
し
い
ユ
ー
ト
ピ
ア
が
必
要
」
と
い
う
と
き
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
ひ
ょ
っ

と
す
れ
ば
、「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
思
想
は
、
第
三
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
民
主
集
中
制
党
組
織
論
に
起
源
を
持
つ
、

わ
れ
わ
れ
の
組
織
と
運
動
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
。「
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
の
必
要
」
で

は
な
く
、
こ
の
日
本
に
と
っ
て
何
が
必
要
な
の
か
を
考
え
る
と
き
、「
自
治
・
連
帯
・
共
生
の
社
会
主
義
を
め
ざ

す
政
治
連
合
」
は
、
な
ぜ
必
要
な
の
か
？
必
要
な
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
！

　

そ
う
し
た
緊
張
感
を
持
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
実
態
と
理
念
の
双
方
を
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
。

　
７　

わ
れ
わ
れ
自
身
の
、
借
り
物
で
は
な
い
理
論
を

　
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
と
い
う
考
え
方
は
正
し
い
か
否
か
」
が
、「
め
ざ
す
べ
き
社
会
」
に
つ
い
て
の
論
争
の
か

な
り
の
部
分
を
占
め
た
と
い
う
事
実
は
、
わ
れ
わ
れ
が
、
使
命
を
終
え
た
第
三
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
磁
場
の

中
に
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
私
は
今
、
わ
れ
わ
れ
の
存
在
す
る
根
拠
は
、
そ
う
し
た
古
い
理
論
的
磁

場
の
中
に
で
は
な
く
、
現
実
の
日
本
で
、
日
々
自
分
た
ち
の
持
ち
場
で
苦
労
し
て
い
る
私
た
ち
の
現
実
の
中
に
こ

そ
あ
る
と
思
う
。

　

わ
れ
わ
れ
の
多
く
は
六
〇
年
代
末
～
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
高
揚
の
中
で
闘
い
に
参
加
し
た
。
私
自
身
は
、
そ

れ
を
第
三
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
言
葉
で
、
つ
ま
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
日
本
革
命
に
向
か
う
闘
い
で
あ
る
と
意
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識
し
て
き
た
が
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
と
今
は
思
う
。
あ
の
闘
い
は
、
た
と
え
ば
、
息
苦
し
い
管
理
社
会
に
対
す

る
反
乱
そ
の
も
の
と
し
て
、
借
り
物
の
理
論
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
理
論
で
語
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
闘
い
で
は

な
か
っ
た
か
。
わ
れ
わ
れ
は
新
し
い
闘
い
を
始
め
た
の
だ
が
、
古
い
言
葉
で
し
か
喋
る
こ
と
が
出
来
な
い
、
そ
う

し
た
限
界
の
中
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
日
々
の
闘
い
を
理
論
化
す
べ
き
で
あ
る
。
古
い
理
論
の
特
徴
の
一
つ
は
、
現
実
に

行
な
っ
て
い
る
自
分
自
身
の
活
動
と
、
自
分
た
ち
の
持
っ
て
い
る
理
念
の
間
を
分
断
し
、
現
実
の
運
動
を
、
本
来

の
闘
い
の
「
前
段
」
と
し
て
理
解
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。「
二
段
階
革
命
」
論
に
典
型
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
、

古
い
理
論
と
現
実
と
の
距
離
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
中
で
、
何
と
か
、
理
念
と
現
実
を
統
一
し
て
把
握
し
よ
う

と
す
る
悪
あ
が
き
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
間
に
も
そ
の
風
習
は
残
っ
て
い
な
い
か
。
た
と
え
ば
、「
今
は
地
方

議
会
の
選
挙
に
か
か
わ
り
、
議
会
で
運
動
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
決
定
的
な
段
階
で
の
闘
い
の
準
備
で
あ
る
」
と

か 

。

　

そ
う
で
は
な
く
、
今
、
自
分
が
自
分
の
持
ち
場
で
行
な
っ
て
い
る
闘
い
こ
そ
が
、
自
分
自
身
の
真
の
姿
を
示
し

て
い
る
と
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
。
そ
う
し
た
立
場
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
闘
い
の
う
ち
、
古
い
、
歴
史
的
な
役
割

を
終
え
た
理
論
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
部
分
と
、
ほ
ん
と
う
に
、
日
本
の
現
実
の
中
に
根
を
も
ち
、
社
会
的
役
割
を

果
し
う
る
部
分
と
を
弁
別
す
る
、
理
論
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
に
成
功
す
る
か

否
か
が
、
こ
れ
も
古
い
言
葉
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
が
「
歴
史
の
屑
か
ご
」
に
行
く
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
と
思
う
。

　

８　

社
会
党
の
左
に
立
つ
政
治
勢
力
に
基
盤
は
あ
る
か

　

さ
て
、
日
本
の
現
実
を
見
た
と
き
、
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、「
社
会
党
の
左
に
、
果
し
て
政
治
勢
力
が
必
要
か
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

社
会
党
は
非
常
に
嫌
わ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
嫌
わ
れ
る
の
か
。
二
つ
の
側
面
が
あ
る
と
思
う
。
一
つ
は
、や
は
り
、

企
業
内
組
合
や
自
民
党
政
府
と
癒
着
す
る
ビ
ッ
グ
ユ
ニ
オ
ン
の
利
害
と
い
う
枠
か
ら
抜
け
ら
れ
な
い
と
い
う
側
面

で
あ
る
が
、
も
う
一
方
は
、
古
い
日
本
的
な
封
建
遺
制
と
も
い
え
る
ボ
ス
支
配
、
年
功
支
配
に
浸
さ
れ
て
い
る
と

い
う
側
面
で
あ
る
。
こ
の
後
者
は
、自
立
し
た
個
人
の
存
在
を
前
提
と
す
る
市
民
社
会
が
未
成
立
な
日
本
的
プ
レ
・

モ
ダ
ン
の
社
会
構
造
に
、
あ
る
意
味
で
社
会
党
が
資
本
家
よ
り
も
深
く
侵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
規
定
さ
れ

て
い
る
。
市
民
運
動
な
ど
が
社
会
党
に
も
つ
反
感
は
、
そ
ち
ら
の
方
が
深
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
社
会
党
の

左
に
政
治
勢
力
が
存
在
す
る
こ
と
の
意
義
の
一
つ
は
、
日
本
的
プ
レ
・
モ
ダ
ン
を
解
体
す
る
自
立
し
た
個
人
の
自

由
な
連
合
に
よ
る
政
治
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
あ
る
と
思
う
。

　

で
は
、
自
立
し
た
個
人
を
基
礎
と
す
る
自
由
な
連
合
と
し
て
の
左
翼
は
何
を
す
る
の
か
。
社
会
主
義
連
合
を
よ

び
か
け
る
文
書
は
、
環
境
問
題
や
、
労
働
現
場
の
問
題
、
差
別
の
問
題
な
ど
多
様
な
課
題
を
指
摘
し
て
い
る
。
付

け
加
え
る
こ
と
は
な
い
が
、
二
つ
の
点
を
指
摘
し
た
い
。
一
つ
は
、「
社
会
主
義
連
合
」
が
「
社
会
主
義
」
を
掲

げ
る
こ
と
の
意
義
は
、
今
の
日
本
で
は
、
巨
大
企
業
を
中
心
と
す
る
企
業
社
会
の
権
力
を
解
体
す
る
展
望
を
持
つ

こ
と
に
あ
る
と
思
う
の
だ
が
、
当
面
、
こ
れ
は
現
実
的
課
題
に
な
り
得
な
い
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
当
面
社
会
党
の
左

に
存
在
す
る
余
地
の
あ
る
政
治
勢
力
は
、全
体
と
し
て
は「
社
会
主
義
」を
め
ざ
す
勢
力
で
は
な
い
と
思
う
の
だ
が
、

す
る
と
「
社
会
主
義
連
合
」
は
、
さ
き
ほ
ど
指
摘
し
た
「
二
段
階
戦
略
」
を
と
る
は
め
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の

矛
盾
を
ど
う
す
る
の
か
、
い
ま
だ
に
不
明
だ
と
い
う
点
。

　

も
う
一
つ
は
前
向
き
の
論
議
だ
が
、「
世
界
戦
争
の
時
代
の
終
わ
り
」
に
よ
っ
て
、
全
面
軍
縮
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
が
現
実
性
を
持
つ
時
代
が
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
現
在
、
一
時
的
に
世
界
の

一
元
的
支
配
者
に
な
っ
た
か
に
見
え
る
ア
メ
リ
カ
は
、ア
メ
リ
カ
に
対
抗
す
る
軍
事
力
が
な
く
な
っ
た
と
た
ん
に
、

巨
大
な
軍
事
力
を
維
持
す
る
根
拠
を
示
す
困
難
に
直
面
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
イ
ラ
ク
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
進
攻

は
、
そ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
へ
の
最
大
の
援
助
と
な
っ
た
が
、
先
進
各
国
の
軍
事
力
が
、
こ
れ
以
降
、
南
を
押
さ
え
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る
軍
事
力
と
い
う
側
面
を
露
骨
に
現
わ
す
な
ら
ば
、
そ
れ
を
正
当
化
す
る
理
由
づ
け
に
窮
し
て
い
く
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
二
一
世
紀
を
「
全
面
軍
縮
」
の
時
代
に
す
る
地
球
規
模
の
闘
い
、「
軍
隊
の
な
い
地
球
」
を
実
現
す

る
闘
い
に
現
実
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。そ
う
し
た
観
点
か
ら
、現
在
の
自
衛
隊
と
Ｐ
Ｋ
Ｏ
を
め
ぐ
る
状
況
に
コ
ミ
ッ

ト
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
？

　

最
後
に
、日
本
共
産
党
の
問
題
に
つ
い
て
ふ
れ
た
い
。
日
本
共
産
党
の
崩
壊
は
絶
対
に
避
け
ら
れ
な
い
と
思
う
。

共
産
党
も
ま
た
、
日
本
社
会
の
中
で
現
実
に
果
し
て
き
た
役
割
と
、
あ
ま
り
に
古
い
理
論
的
枠
組
み
と
の
ア
マ
ル

ガ
ム
で
あ
る
。
最
後
の
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
党
と
し
て
、
九
〇
年
代
の
崩
壊
は
必
至
で
あ
り
、
新
左
翼
総
体
と
同
じ

く
ら
い
の
勢
力
に
な
り
か
ね
な
い
と
思
う
。
そ
の
と
き
、「
社
会
党
の
左
に
政
治
勢
力
は
必
要
か
」と
い
う
問
い
は
、

違
っ
た
意
味
を
持
つ
か
も
し
れ
な
い
。
崩
壊
す
る
共
産
党
か
ら
、
新
し
い
わ
れ
わ
れ
の
仲
間
は
生
れ
る
か
？

  　

お
わ
び

　

短
時
間
で
書
い
た
試
論
で
あ
り
、
全
て
の
結
論
に
確
信
を
持
っ
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
荒
っ
ぽ
い
文
章

に
お
付
き
あ
い
願
い
大
変
恐
縮
で
す
。
と
り
わ
け
、
白
川
、
国
富
両
氏
に
は
、
私
の
浅
い
理
解
や
思
い
違
い
か
ら

く
る
一
面
的
評
価
に
、不
快
な
思
い
を
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。
な
に
と
ぞ
ご
容
赦
下
さ
い
。


